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論文内容の要旨
【目的】子宮筋腫は，性成熟期女性の約30%に存在するとされる良性腫績であり，その発肯には卵巣性ホ
ルモンが強く関与している。しかし，子宮筋腫の増大速度は同じ卵巣性ホルモン震境にあるはずの同一子
宮における筋腫結節閣でも異なることがある。その支ーは，卵巣性ホルモン環境意外に子宮筋腫自体がもっ
腫痕性格の差に由来するものと推察されるが，これを証明するには腫痕を温存した状態での腫蕩組織を用
いた検索が不可欠である。本研究では.われわれが独自に開発した子宮筋腫針生検法で得られた筋腫組織
標本の組織学的検索から，その後の筋腫増大を予知しうる因子について検討を行うことを目的とした。
【方法】対象は，規則的な月経周期を有する子宮筋腫患者で，経過観察を希望し各種検査に関しての同意
の得られた31例である。全例にMRIを施行後.悪性の可能性を除外するため最大筋腫結節に対し経子宮
頚管的針生検を施行した。病理組織学的にusuaJleiomyomaと診断された組織標本にAzan染色・免疫染
色を行ない， ム!i.滑筋細胞成分比率，エストロゲン・プロゲステロンレセプター (ER• PR)陽性細胞の検出
を行なった。 ERおよびPR陽性細胞の評価は.陽性細胞密度と染色強度を用いてスコア化 <stainingscore) 
することにより行なった。 12カ月後眠[を再施行し，筋腫の自然増大率の測定を行ない，関連する閃子につ
いて検討した。
【結巣】患者の半均年斡は44歳で.筋腫の山然増大率は年平均+31%/年(-30~ + 560%/年)であ
った。筋腫増大率と相関が認められた指標は.PRのstainingscoreおよび平滑筋細胞成分比率であり
(r=0.46およびr=O.310 ; rは相関係数)，このうち増大率とPRのstainingscoreとの間には.有意な
相関 (p=O.009)が認められた。一方，増大卒とERのstainingscoreとの問には相関はみられなかったυ
【考察】筋脆結節を構成する平滑筋細胞の比率が高いものほど子宮筋極が増大しやすい傾向にあり，さら
に.PR発現の限度が高い子宮筋腫ほど有怠に用大しやすいことが明らかとなった。また， ERよりPRに相関
を認めたことから，千百平滑筋腫婦の増殖にはエスト ロゲンよりもむしろプロゲステロンの作用が強く影
響していると考えられた。手術摘出標本ではなく，針生検によって得られた標木を用いることで，従米で
は不可能であった組織採取後の筋腫発育と J)ンクさせた検討が可能になり，その結果， 不明な点の多い子
宮筋膳の自然史の一部を解明しえた。
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論文審査の結果の要旨
子宮筋腫は， t生成熟期女性の約30%に存在するとされる良性腕虜であり，その発育には卵束性ホルモン
が強く関与している。しかし筋腫の増大速度は同じ卵巣性ホルモン環境にあるはずの同一子宮における
筋腫結節間でも異なることがあり，その差は，卵巣性ホルモン環境以外に筋縄白体がもっ腫蕩性格の差に
由来するものと推察される。本研究では，われわれが独自に開発した子宮筋腫針牛.検法で得られた標本の
組織学的検索から，その後の筋腫増大を予知しうる閃子について検討した。
対象は，規則的な月経周期を有する子宮筋腫患者で，経過観察を希望し各種検査に関しての同意の得ら
れた31例である。全例にMRIを施行後，最大筋腫結節に対し経子宮頭管的針生検を施行した。病理組織
学的に良性の平滑筋腫療と診断された組織標本にAzan染色・免疫染色を行ない，平滑筋細胞成分比率，エ
ストロゲンレセプター (ER) ・プロゲステロンレセプター (PR)陽性細胞の検出を行なった。 ERおよびPR
陽性細胞の評価は，陽性細胞密度と染色強度を用いてスコア化 (stainingscorc)することにより行なっ
た。 12カ月後MRIを再施行し筋腫の自然増大率の測定を行ない，関連する因子について検討した。その結
果.筋腫増火率と相関が認められた指標は， PRのstainingscoreおよび平滑筋細胞成分比率であり
(r=0.460およびr=0.310)，このうち増大率とPRのstainingscoreとの聞には，有意な相関(p=O.009)が認
められた。一方，増大率とERのstainingscoreとの間には相関はみられなかった。
筋腫結節を構成する平滑筋細胞の比率が高いほど子宮筋腫が増大しやすい傾向にあり，さらに， PR発現
の程度が高い子宮筋腫ほど有意に増大しやすいことが明らかとなった。また， ERよりPRに相関を認めたこ
とから，子宮平滑筋賄額の増殖にはエストロゲンよりもむしろプロゲステロンの作用が強く影響している
と考えられた。
手術摘出標本ではなく，針生検によって得られた標本を用いることで，本研究では，従来では不可能で
あった組織採取後の筋腫発育とリンクさせた検討が可能になり，不明な点の多い子宮筋腫の自然史の一部
を解明しえた。よって，著者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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